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１．製品開発の背景と狙い 

病院内での携帯電話の使用について

は、医療機器への電波の影響を考慮して

不要協のガイドラインに従い、病院側が

認めた区域以外では持ち込み禁止、電源

を切るなど基本的に使用が禁止されて

いる。しかし、携帯電話の普及につれて、

病院の入院患者、見舞い客等来訪者の殆

んどが携帯電話を保有するようになっ

てきており、病院内で携帯電話が使用で

きないことは不便だという声が聞かれ

るようになってきた。このため、病院の

中でも医療機器に影響ないよう電波遮

蔽した通話用ボックスを用意し、病院外

に設置した外部アンテナを通じて通話

をすることができる携帯電話通話ボッ

クス（以下、商品名「携帯マナーステー

ション」という）を作成した。これによ

り、電波の影響を軽減させるとともに、

音声の遮断も可能となり携帯電話利用

マナー向上にも効果があるツールを提

供することが可能となった。 

 

２．仕組み 

 携帯電話の使用が禁止されている病

院等の屋内において、屋内には携帯電話

の電波が漏洩せず、屋外のアンテナを通

じて携帯電話の通話ができるようにす

る。このため、電波シールドを施した公

衆電話ボックスタイプの「携帯マナース

テーション本体」を置き、外部アンテナ

からケーブル配線により携帯電話の外

部アンテナコネクタに接続して、通話を

行う仕組みとしている。 

 携帯電話をケーブルにコネクタ接続

しないで無線で通話できる仕組みにつ

いては、携帯マナーステーション本体内

に小規模の無線基地局を設置する必要

があり、新たな開発が必要でコストも高

くなり、電波法の対応も必要になること

から採用しなかった。ケーブル接続につ

いてはすでに商品化されている外部ア

ンテナを採用することで、容易に実現で

きることからこの方式を採用した。 

 

３．電波シールド性能 

 携帯マナーステーションの電波シー

ルドは、本体の壁面、天井、床面をアル

ミパネルとし、窓面は透明樹脂にシール

ドフィルムを貼ることで構成されてい

る。シールド性能を高めるためには構造

全体の導電性がとれていることが必要

であり、柱と壁面、扉と枠、窓枠とシー

ルドフィルムの間の導電性確保に製造

上の工夫が凝らされている。 

 電波シールド性能は 12dB 以上を確保

しており、携帯電話から発出される電波

は携帯マナーステーションの外部へは

減衰して出力され、医療機器、ペース

メーカへの影響は軽減される。 

 

４．遮音性能 

 携帯マナーステーションの導入効果

として、周囲への騒音防止、通話者のプ
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ライバシー確保のための遮音機能も大

きな要素となっている。壁面、天井、床

面をアルミパネルで密閉しているため、

遮音性能も 20dB 以上を確保している。

遮音性能 20dB は「騒々しい街頭」の音

を「静かな事務所」並みの音に低下する

遮音量に相当する。 

 

５．利用者の評価 

 本製品を病院に試行設置してアン

ケート等により利用者の評価意見を調

査した。毎日数十回使用され、このよう

な設備は病院には必要で、操作性も簡単

であり、多数設置して欲しいという好評

を受けた。また、病院側でも院内で携帯

電話を使用している人を携帯マナース

テーションに誘導できるため、携帯電話

の利用マナーを徹底するために効果が

あるとの評価を頂いた。 

 

６．改良の経緯 

 本製品は外部アンテナを屋外に設置

して、携帯マナーステーション本体まで

同軸ケーブルを配線する必要がある。最

近の病院の建物においては屋外から屋

内にケーブルを通すための壁貫通の工

事が困難な場合が多くなってきた。この

ため、窓の内側に設置できる屋内用アン

テナボックスを作成した。 

この屋内用アンテナボックスは窓ガラ

スに密着して設置し、窓の内側（屋内側）

には電波遮蔽のカバーによって電波が

漏洩されることがなく、窓の外側（屋外

側）とは電波の送受信ができるようにし

た。これにより、壁貫通工事をせずに設

置することが可能となった。 

 

７．今後の状況 

 本製品は病院での利用を主眼として

開発したが、最近ではまんが喫茶、ホテ

ル、オフィスなど静かな環境の中で携帯

電話を利用できる場所を提供するもの

としての引き合いも多くなってきた。今

後も携帯電話利用マナー徹底のツール

として幅広く展開していきたいと考え

ている。 
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